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 2015 年より、「はぎのさんち」が活動している名取市の仮設住宅でのコンサート。今回は、「はぎのさ

んち」だけでなく、「はぎのさんちのお友達『文代 fu-mi-yo』」も参加し、さらなる復興を願い音楽を通

して活動しました。 

活動内容については以下の通りです。 

 

(1)『はぎのさんちのお友達 文代 fu-mi-yo』コンサート 

 

実施日： 平成 29年 7月 27日、28日 

 

活動メンバー ： 萩野 久美子 (声楽:Sop.)  中須 美喜 (声楽:Sop.) 

      大平 倍大   (声楽:Ten.)     石井 基幾 (声楽:Bar.) 

 

場 所： 名取市内仮設住宅 

 

活動内容： ●7月 27日(木) 名取入り、会場へ移動。 

  →同日  13:30-14:30愛島東部仮設住宅 

  ●7月 28日(金) 10:30-11:30 箱塚桜団地仮設住宅 

  →同日   13:30-14:30 雇用促進住宅仮設集会場 

 

 各仮設住宅、集会場にて文代 fu-mi-yo のメンバーで日本の歌、カンツォーネの曲目を演奏した。 

2015年の活動でも好評であった、「みんなで歌おう！」のコーナーでは「手のひらを太陽に」を仮設住

宅の方も手話や振りを付けて体を動かしながら一緒に歌い、会場一体となって盛り上がった。 

復興も進み、七夕コンサートの時と比べ居住している方が減っていたため各会場少人数ではあったが、 

５〜１０数名の方が参加。 

 



(写真は箱塚桜団地仮設住宅での演奏後の様子) 

 

 

 

(2)歌唱指導 

  実施日：平成２９年７月２８日 ①10:00〜11:30 ②14:00〜15:30 

   

  実施メンバー：「はぎのさんち」メンバーの萩野美智子・濱田真由美 

 

  実施場所：名取市 美田園第一仮設住宅 

 

  活動内容：午前午後の２回に分けて、日本の歌・童謡唱歌の歌唱指導を行った。 

       １回目の参加者：１２人  ２回目：９人 

       ３年目６度目の訪問なので、顔見知りも増え、和気藹々の雰囲気で進められた。 

       復興が進み、復興住宅の入居される方が増えているので、仮設住宅の住人が減 

       ってきている。 

 

 

経費一覧 

① 交通費 133,370 円 （支援対象出演者４名分） 

② 宿泊費  22.300 円 （支援対象出演者４名分） 

 

計 155,670 円 

 


